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ツ
ジ
カ
ツ
ヨ
シ
辻
勝
吉
辺
都
幾
右
術
門
。
先

一

宅
は
川
中
筑
後
{
寸
忠
政
及
び
期
庖
山
城
守
忠
清
で
あ

一

っ
た
が
、
見
永
十
六
年
来
っ
て
前
間
利
市
に
仕
へ

、

一

説
十
七
年
間
目
し
た
。
子
初
出
滞
に
間
援
す
る
。

一

ツ
ジ
カ
ン
ベ
Z

辻
貧
兵
衛
初
め
活
三
郎

-n右
一

衛
門
。
平
保
二
年
交
際
=
一
郎
の
也
知
二
百
石
を
襲

一

ぎ
、
淀
川
町
九
年
百
石
を
加
へ
、
別
場
翠
行

・
御
武
具

一

奉
行
部
に
任
じ
、
十
三
年
十
一
月
引
=
一日
抗
十
三
歳

一

を
以
て
残
し
た
。

一

ツ
ジ
ゴ
ロ
ザ
エ
モ
ン
辻
五
郎
左
衛
門
初
め
て

一

前
閃
利
長
に
仕
へ

、
二
百
石
青
領
し
た
。

子
孫
柑
綴

一

い
で
務
に
仕
へ
る
。

一

ツ
ジ
ス
ケ
ヒ
ラ
辻
補
平

沼
稿
三
郎
左
衛
門

・
一

九
郎
。
卒
保
十
六
年
養
父
一
泊
助
の
治
知
百
石
を
受

一

け
、
貸
出
口
九
年
三
百
五
十
石
を
加
へ
て
お
合
人
持
に

一

列
し
た
。

一

ツ
ジ
ハ
ラ
辻
原

能
安
部
屋
野
の
内
の
小
一

字。
ツ
ケ
ギ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ
附
木
屋
小
路
金
停
の
萄

町
名
。

山
問
庭
小
路
一
番
丁
の
上
、
新
開
忠
則
か
ら
百

姓
町
に
入
る
刷
の
小
路
を
い
う
た
。
も
と
こ
の
小
路

の
角
に
附
木
製
造
の
商
家
が
あ
っ
た
に
よ
っ
て
名
を

得
た
。ツ

ケ
ヲ
ヒ
デ
ン
附
句
秘
儒
一
加
。
金
搾
の
例

入
北
枝
若
。
聞
製
の
且
花
刷
用
の
容
隠
に
、
正
風
偲
北

枝
、内
回一吉川帥刷出説
、
附
句
秘
mm
白
技
と
載
せ
で
あ
る
。

こ
の
附
句
秘
仰
は
拍
校
仰
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
い
は

し
る
。ツ

ケ
ニ
ン

附
人

滞
政
時
代
に
、
保
し
た
る
女

子
に
附
給
せ
し
め
た
信
仰
を
い
う
た
。
叉
他
人
含
迎

へ
る
時
、
抽
出
め
看
視
の
も
の
や
一
誠
一
近
各
所
に
援
活

し
、
そ
の
来
る
b
一
認
め
た
時
、
馳
せ
て
之
や
報
ぜ
し

め
る
そ
も
い
う
た
。

ツ
ケ
!

ツ
タ

五
五
O

ツ
ジ
ヤ
マ
シ
ロ
ノ
カ

Z

辻
山
被
守

W
H
永
巾
伏

見
よ
り
金
相
仰
に
下
。
、
問
削
山
事
限
附
と
し
て
品
開
』出
抗
十

石
荷
受
け
た
。
門
人
に
助
九
郎
友
一
節
・
三
郎
右
術
門

友
次
・新
七
軍
長
・勘
七
政
平
が
あ
り
、
霊
長
の
子
に

胸
骨
八
郎
京
次
、政
平
の
子
に
勘
兵
衛
政
信
が
あ
っ
た
。

此
等
の
出
友
次
は
最
も
山
田
努
と
い
は
れ
る。

ツ
ダ
津
田

腿
島
都
知
吉
の
内
の
小
字
。

ツ
ダ
ウ
キ
ヨ
ウ
津
田
右
京

初
め
て
前
問
利
常

に
仕

へ
、
七
百
石
を
領
L
、
延
氏
入
年
裂
。
子
孫
相

ツ
ジ
フ
ザ
ノ
リ
辻
房
卿

泊

都

新
次
郎

・
九
郎

右
衛
門
・

総
入
。
欄
H
M
U
d
八
年
諮
(火
山
納
入
腕
明
の
治
知

二
百
八
十
石
今
一
段
ぎ
、
明
利
入
年
表
小
将
に
任
じ
、

安
永
中
越
巾
大
、
仙
村
に
枕
さ
れ
、
問
所
で
奴
。
子
総

人
新
知
百
石
荷
受
け
て
家
系
特
製
い
だ
。

ツ
ジ
へ
イ
ノ
ジ
ヨ
ウ
辻
平
丞

元
利
三
年
前
凶

利
治
に
仕

へ
て
六
百
石
そ
領
し
、
明
川
町
三
年
間
間
。
子

孫
相
裂
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ツ
ジ
ム
ネ
ヨ
シ
辻
宗
吉

泊
都
兵
郎
。
辻
山
城

守
の
弟
で
、
正
保
の
頃
伏
見
よ
り
金
仰
に
下
り
、
間則

的
出
限
附
と
し
て
鰍
百
石
全
受
け
た
。
そ
の
子
孫
に
次

郎
宗
次
・九
郎
泊
由
院
長
九
郎
右
術
門
長
頂
・
久
次
郎

長
官
が
あ
っ
た
。

ツ
ジ
ハ
ラ
辻
原

能
楽
郡
間
以
山
の
小
字
で
あ

る
。
白
山
前
中
守
部
氏
の
系
附
に
、『
冬
樹
卿
副
抑
制甘制

剛
一
吋
、
其
子
式
部
大
夫
粂
政
、
川
一
子
無
氏
、
村山子

品川田山
、
巴
上
代
々
=
一
一
位
榊
宅
眠
、住
=
辻
限
村

d

』
と
あ

る
。

ツ
ジ
パ
ン
シ
ヨ
辻
番

所

初

政
の附刷
、
武
士
川

に
於
い
て
夜
祭
の
ぬ
番
人
キ
‘
加
ひ
‘
之
常
入
れ
泣
く

小
屋
を
い
う
た
。
氏
支
三
年
一正
月
J
i
六
日
か
ら
初
っ

た
も
の
で
、
正
用
か
ら
入
且
巾
又
は
九
月
ま
で
勤
務
、

毎
夜
拍
子
木
守
打
っ
て
銚
腕
ま
で
巡
遊
し
、
そ
の
番

人
守
番
太
郎
と
い
う
た
。

綴
い
で
昨
に
仕

へ
る
。

ツ
ダ
カ
ク
ベ
エ

津
田
鹿
兵
衛
阪
長
四
年
初
め

て
前
間
利
家
に
仕
へ

、
四
百
石
宇
一制
し
た
。
子
路
樹

綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ツ
ダ
カ
ツ
ヨ
シ

津
田
勝
一良
泊
初
郎
三
郎
。
織

m信
長
の
五
男
加
=
一
郎
勝
長
の
子
で
あ
る
。
医
長
じ

年
前
川
利
自
民
に
μ
U

へ
、
六
百
石
青
領
L
、
大
坂
官
什
役

に
玉
治
口
で
尚
一
つ
十
一
娘
、
元
利
二
年
段
。
子
Mmw附

に

mm世
す
る。

ツ
ダ
ケ
イ
サ
h
y

津
田一
一
号
策
河
拍
郡
英
出
の
人

で
、
池
川
九
訟
の
孫
。
凶
保
抵
の
前
そ
そ
の
組
矢
か

ら
討
ひ
‘
初
は
一
山
町
、
次
い
で
九
h
v
-
九
仙
・九
仰
と

縦
し
た
o
後
雨
森
下
津
川
氏
荷
製
ぎ
、

賠
る
こ
と
五

年
に
し
て
家
産
を
法
抽
出
し
た
路
、
能
楽
部
に
来
っ
て

陶
川
刷
所
識
と
し
、

一見
に
大
仮
に
赴
き
、
丹
背
の
技
官

以
て
衣
食
し
た
。
明
治
三
十
一此
年
一
月
三
十
一
日
間

十
七
践
に
て
別
問
。

ツ
ダ
コ
ウ
ザ
エ
モ
ン

津
田
幸
左
衛
門
安
永
五

年
抗
月
御
歩
小
聞
か
ら
巡
ん
で
百
石
を
街

L
、
組
外

に
波
止
し
め
ら
れ
た
。
子
係
制
綴
い
で

H

叫
に
仕

へ
る。

ツ
ダ
シ
ゲ
ツ
グ
津
田
重
次
小
社
牢
四
郎
、
後

に
大
限
・利
来
・勘
兵
術
と
斜

L
た
o
F
A
の
子
。
雌

畏
ご
年
前
川
利
回
目
に
仕
へ
て
}九
百
五
十
石
を
悶
は

り
、
次
い
で
百
回
そ
加
へ
、
大
小
仰
と
な
り
、
八
年

一
一
百
石
そ
加
階
さ
れ
、
御
小
将
聞
に
限
り
、
十
去
年

八
久
の
従
ル
lm
世
ぐ
に
及
ん
で
総
主
千
T
1
T
M
石
や
-領
し
、

大
型
守
械
の
ん
寸
将
と
な
り
、
交
大
坂
蹴
役
に
出
跡
し

て
、
後
役
に
阿
山
口
で
槍
功
が
あ
り
、
コ
一
千
五
百
石

を
加
へ
ら
れ
、
後
史
に
精
し
て
一
一
品
石
と
な
っ
た
。

頂
次
刑
獄
を
理
し
、
迭
に
家
老
に
池
ん
だ
が
、
先
永

十
八
年
十
月
金
持
城
の
大
手
に
、
軍
次
が
お
山
市
妨

と
H
ハに
外
敬
の
信
徒
で
、
後
に
改
宗
し
た
け
れ
ど
も

内
心
之
を
政
策
し
た
も
の
で
な
い
と
恕
し
た
高
札
を

ツ
ダ
シ
ゲ
ヒ
サ

津
田
重

久

初

名
牧
之
助
、
後

且
一
三
郎
・挫
江
守
・誼
供
。
天
正
の
初
足
利
心
判
明
に
仕

へ
、
一
出
年
明
智
光
秀
に
鴨
じ
、
十
年
光
秀
の
薮
に
従

ひ
、
mm
柴
努
古
口
の
犯
に
恥
ら
れ
て
高
野
山
に
逝
れ
、

再
び
出
で
L
禿
出
口
に
降
車
し
、
株
三
百
一
品
荷
受
け
、

時間ヶ
E
山
の
役
に
軍
功
が
あ
り
、
叉
関
白
秀
次
に
料
じ
、

文
献
四
年
努
決
の
持
中
山
出
た
後
京
刷
に
閑
mhし
た

が
、
例
年
前
旧
利
長
は
拠
村
氷
前
及
び
杭
山
長
知
を

し
て
一
度
久
世
mw
せ
し
め
、
四
千
依
を
奥
へ

、
砕
い
で

一
台
千
一
合
百
石
に
同
情
し
た
。
凶
長
蕊
年
大
紫
寺
の
役
に

首
級
中
一一地
、
入
年
功
に
凶
ふ
り
て
大
山
手
寸
械
の
守
将
と

な
り
、十
五
年
家
を
衣
子
市
一
次
に
税
り
て
老
t
f
r

告
げ
、

大
坂
の
初
役
に
申
軍
に
在
り
て
山
富
認
し
、
再
役
に
は

大
山
明
寺
に
留
守
し
、
次
い
で
金
祁
に
郎
っ
て
部
伴
と

な
り
、
見
永
イ
一
日
ヰ
ハ
イ
六
円
以
合
以
て
問
問
。
法
話
整

安
逃
供
。

ツ
ダ
シ
ゲ
モ
チ

津
田
章
以

辺
裕
外
相
比

・
源
右

衛
門
。
賀
久
の
子
、
京
次
の
弟
。
初
め
前
肌
利
長
に

仕
へ
て
三
百
石
を
受
け
、
後
二
百
石
を
加
へ
、
大
坂

雨
役
に
従
ひ
、
そ
の
後
役
に
は
使
番
を
勤
め
、
間
山

口
で
倫
功
が
あ
っ
た
。
元
和
二
年
政
罰
百
石
を
加
へ

、

大
小
終
需
凶
・
御
小
抑
制
に
以
任
し
、
位
、
武
巾
文
二

千
石
宏
加
へ

、
人
持
組
に
班
L
、誠
治
元
年
奴
し
た
。

ツ
ダ
ジ
ユ
ン
ソ
ウ

津
田
淳
三

父
長
屋
師
伯
作
は

加
賀
滞
の
老
陸
紛
山
氏
に
仕
へ
て
ゐ
た
。
伴
三
は
文

訟
で
た
も
の
が
あ
る
。
是
に
於
い
て
山
市
川
辺
之
を
詐
附

に
上
巾

L
、
迭
に
江
戸
に
純
迭
し
た
が
、
前
一次
は
固

よ
り
翻
宗
の
旦
那
で
、
告
訴
せ
ら
れ
た
る
如
き
都
民

な
き
を
以
て
、
空
し
く
肢
月
を
終
過
し
、
院
安
四
年

凹
且
四
日
そ
の
地
に
客
死
し
た
。
市
山
治
二
年
重
次
の

子
伊
織
同
日
間
唱
新
た
に
千
石
世
円
相
て
叫
仰
せ
ら
れ
、
雌
昭

か
ら
四
代
仙
三
郎
は
幼
少
で
蔽
=
一
の
一
宇
恕
ぎ
、

開M
M
m
七
年
早
川
し
て
断
絶
し
た
。


